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＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

①第三者評価機関名 

一般社団法人 アクティブ ケア アンド 

サポート 

 

②施設・事業所情報 

名称：中山こども園 種別：認可保育所 

代表者氏名：園長 神野享子 定員（利用人数）：60名 

所在地：横浜市緑区青砥町1130-1 ITOHビル1Ｆ                       

TEL：045-936-0717 ホームページ： 

http://kodomonomori.co.jp/ny/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：2009年4月1日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：株式会社こどもの森 

 職員数 常勤職員：8名 非常勤職員：5名 

 専門職員 （看護師）：0名  

（保育士）：9名  

（栄養士）：2名  

 施設・設

備の概要 

（居室数） （設備等） 

保育室 事務室 厨房 更

衣・休憩室 

空調設備、厨房設備、沐浴設備 

 

③理念・基本方針 

保育理念 子どもの笑顔の源は大人の笑顔から、少しの余裕から安心ができ、安心か

ら笑顔が生まれる。 

園の保育目標 愛して 誉めて 励まして 認める 

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

国道に面した、建物の１階のワンフロアの保育園です。地域の資源に恵まれてい

て、戸外活動では様々な体験ができます。ワンフロアの保育室で子どもたちに異年齢

児保育が自然に行われています。子どもに「素足って気持ちいいね」と裸足・薄着で

保育を行っています。 

「丈夫な根っこを育てよう」と楽しいことや好きなことが経験できるよう保育を行

っています。泥んこ遊び、ダンス、制作、行事、毎月の避難訓練などに取り組んでい

ます。職員は協力して保育に努めています。 

 

⑤第三者評価の受審状況 

評価実施期間 2020年8月11日（契約日）～ 2,021年3月25日

（評価結果確定日）  

受審回数（前回の受審時

期） 

3回（2015年度） 

 

 

 

 



 

⑥総評 

◇特に評価の高い点 

・各クラスの避難訓練計画を作成し、避難・通報、水害、不審者など多様な訓練を行

っています 

 水害・台風・地震等の災害マニュアルを整え、園長を防災責任者とした全職員の防

災分担表や各クラスの避難訓練計画書を作成し、災害時の対応体制を定めています。  

毎月、避難訓練・通報訓練を行い、災害対策の問題点を把握し、必要に応じ見直し

ています。また、水害を想定した訓練では入居する建物の最上階の空き部屋へ避難す

るほか、不審者を想定した訓練を年2回行っています。地域の福祉団体と連携する災

害時ネットワークを構築していて、災害時の施設開放や災害備品の提供など連携した

取り組みを行うことにしています。 

・標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立しています 

 保護者との個人面談や行事後のアンケートで振り返り、保護者の意見を取り入れ

て、保育の見直しを行っています。例えば、保育参加の日程についての要望があり、

職員ミーテイングで話し合い、例年7・９・11・2月に実施していた日程を保護者の

「夏休み中に参加したい」との要望を受け7月～2月の間に変更し、参加日も保護者

の希望に合わせて決めました。当日は、保護者がエプロンをかけて配膳したり、散歩

に出かけたり、絵本の読み聞かせをしたり、父母の参加もあるなど一緒に楽しんでい

ました。「教育経営計画書」の組織に関する方針に示す、スピードを重視する「利用

者のために良いと思うことは『すぐやる』」を実践しています。 

 

◇改善を求められる点 

・転園や退園児に対する保育の継続性に配慮した支援について引き継ぎ文書の作成が

望まれます 

転園する子どもの人数は少ないとみられますが、幼稚園への変更や、遠くから通園

していた子どもの転園があります。変更や転園の背景には様々な事情があると想定さ

れます。そうした事情を踏まえ、保護者の相談に対応する機会を設けたり、在園する

子どもとの交流の継続に配慮したりしています。今後、こうした保育の継続性に配慮

した手順や引き継ぎ文書を整備しておくことが望まれます。 

・長期計画の目標の実現に向けた取り組みなどさらなる検討が期待されます 

10年後、5年後、3年後の保育園の姿を描いた10年間の長期計画を策定していま

す。計画には理念や方針の実現に向けて目標を掲げていますが、その目標を実現する

ために具体的な取り組み、期間、実施状況の評価、達成度合いを測る指標などが織り

込まれていず、改善の余地があります。今後のさらなる検討が期待されます。 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

今回（第3回目）、第三者評価を受審し当園の提供している保育・サービスの質に

ついて専門的かつ客観的な立場から評価をいただきました。 

評価をいただいたことにより今後の課題が明確になり新たな目標も定めることがで

きました。 

評価の高い点については今後さらに推進し、また改善を求められた点については 

十分に検討を行ったうえで質の向上に努めより良い施設を目指して努力していきたい

と考えています。 

 新型コロナ禍という中、様々な事情を抱えての生活で園としても各ご家庭を支えら

れる場所であるように努めていきます。 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


